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研究成果の概要（和文）：本研究は児童期における課題の習熟過程に着目し，二重課題を繰り返しおこなうこと
により二重課題で用いた認知課題と運動課題にみられた二重課題干渉効果がどのように影響されるかを検討し
た．その結果，①二重課題を繰り返しても児童における認知課題，運動課題はどちらも成人よりも未熟であっ
た．②運動課題を繰り返す際に追跡対象となる目標の動きが予測できるか，予測できないかによって課題の反復
により生じるパフォーマンスの変化には成人と児童で異なることが示唆された．これらのことから，児童期では
成人とは異なる注意処理資源の配分変化が生じるものと考えられる．

研究成果の概要（英文）：This study focused on the process of task mastery in childhood, and examined
 the effects of repeated performance of the cognitive and motor tasks used in the dual task, and on 
the effects of dual task interference. The results showed that (1) children were more immature than 
adults in both the cognitive and motor tasks even after the repetition of the dual task, and (2) 
children were more immature than adults in both the cognitive and motor tasks even after the 
repetition of the double task. (2) Whether or not the target movement to be tracked could be 
predicted during the repetition of the motor task was different between adults and children. These 
results suggest that the allocation of attentional processing resources in childhood differs from 
that in adulthood.

研究分野：運動生理学 　発育発達
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の主な知見は，児童においても成人と同様に二重課題を遂行することが可能であり，二重課題を繰り返し
遂行することで課題の習熟が認められること，またこの際に生じる変化は成人とは異なる特徴が認められること
である．
児童期における課題の習熟過程と注意処理資源の配分変化との関係を検討していくことは，子どもたち特有にみ
られる運動の習熟や獲得の仕組みを明らかにしていくことに繋がるものと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
複数の事柄を同時におこなうことは日常生活やスポーツ場面に散見されることである．このよ
うな現象を検証するために複数の実験課題を同時におこなう二重課題が有効である．二重課題
を遂行すると本来単独で課題をおこなうよりもパフォーマンスは低下すること（二重課題干渉）
も知られており，成人では二重課題を用いることで課題それぞれに対する注意処理資源の配分
を脳電位成分によって検討が可能であり（Kok,1997），これらの脳電位成分は課題依存的に変動
すること（Kida et al.,2004; Kida et al.,2012）も報告されている．特に発達段階の中でも児童
期は「ゴールデンエイジ」と呼ばれる「課題の習得に適した時期」であると考えられており，課
題の習熟プロセスが顕著に見受けられることから未熟な段階から運動が獲得されるまでの間に
ヒトの注意処理機能がどのような関わりを有するかを検証するために非常に有効な時期である
と考えられているが，児童期を対象に二重課題を用いて課題の習熟過程を検討した研究につい
ては今後の課題である． 
 
２．研究の目的 
上述の背景を踏まえ，本研究は課題を繰り返しおこなうことで生じる課題の習熟過程に着目し，
二重課題を繰り返しおこなうことにより生じる児童と成人の注意処理過程の特徴を明らかにす
るとともに，課題予測性の違いが課題の習熟過程にどのような影響を生じるかを検証すること
を目的とした． 
 
３．研究の方法 
【実験１】 
児童においても課題の反復が可能な運動課題の作成を目的として実験をおこなった．本研究で
は児童でも成人と同様に課題を実行することができるように運動課題，認知課題を準備するこ
とが必要である．このため，先行研究において用いられているグリップ把持動作などでは発揮張
力が成人と異なること，課題の反復による疲労によりパフォーマンスが低下することなどを考
慮した課題作成をおこなった．このため，手関節の屈曲伸展動作の角度変化をモニターし，ター
ゲットを追跡するマッチング課題を成人および児童被検者を対象に検証した．また，追跡予測性
を操作するため，追跡対象となるターゲットの動きをプログラムし，マッチングの正確性につい
ても検証した．実験 1において検証した結果，児童を対象とした際に用いる二重課題遂行の際に
1 セットの時間が長いと児童では集中して取り組めない，また当初予定していた 10 セットでは
課題の習熟過程を検討する十分ではなく，セット数が少ないといった課題が生じたため，1セッ
トの時間を 3分程度とし，15 セットとしておこなうこととした． 
 
【実験 2】 
 実験 2 では，実験 1 において確立した実験プロトコルに沿うかたちで手関節の屈曲伸展動作
によるターゲット追跡を運動課題とし，ヘッドフォンから聞こえる二種類の音刺激への選択反
応課題を認知課題として二重課題をおこなった．成人 36 名，児童 9名に対して運動課題，認知
課題それぞれを単一で実施した後，二重課題を 15 セット繰り返し実施した．二重課題で用いた
運動課題は二種類（追跡するターゲットの動きが一定に上下するシンプル追跡条件とターゲッ
トの動きが不規則に上下し予測することができないランダム追跡条件）が用意され，認知課題は
いずれの運動課題においても同一の選択反応課題（オドボール課題）を用いた．両条件の実験は
対象毎にカウンターバランスを取って 4 日間以上の期間を空けておこなわれた．ランダム追跡
条件におけるプログラムは 5 パターン用意されており，15 セットの前半（1〜5 セット），中盤
（6〜10 セット），後半（11〜15 セット）それぞれに同じ順番で使用された．いずれの対象にお
いても各セット間は 1〜2 分程度，5セット毎に 5分弱の休憩を取って実施された． 
 
４．研究成果 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，子どもたちに大学に来校していただき実験に参加
いただくことがかなり制限されたことにより，当初予定していたように実験参加者である子ど
もたちが二度来学して異なる追跡条件の実験に参加してもらうことが難しかった．また，タレン
ト発掘事業に参加している運動能力の高い子どもたちを対象とする研究も各学校の感染状況が
異なり，実際問題として本研究への参加者を確保することが不可能だったため，当初の予定通り
には研究は進まなかったが，以下に主な研究結果を記載する．  
 
 成人，児童ともに二重課題の実施にともない，いずれの単一課題よりも二重課題遂行時の認知
課題に対する反応時間は遅延し，エラー率は増加した．また運動課題として実施したマッチング
課題の正確性も低下した．これらのことから児童においても二重課題干渉が確認された． 
二重課題では，運動課題において成人と同様に児童においてもランダム追跡条件に比べてシン
プル追跡条件における追跡正確性が有意に高かった．また，課題の反復による習熟過程に着目し



てみたところ，シンプル追跡条件では課題の反復に伴い正確性が高まったが，ランダム追跡条件
では課題の反復による変化は認められなかった（図 1）．このため，運動課題の習熟過程は成人
と同様にシンプル追跡条件におけるパフォーマンスの向上が認められることが示唆された．こ
れに対して，ランダム追跡条件下では成人においても児童においても運動課題のパフォーマン
スに変化は認められなかった．このため，追跡予測性の違いにより児童においても成人と同様に
課題を繰り返しおこなってもパフォーマンスに変化が生じないことが明らかとなった．次に，認
知課題として用いたオドボール課題では標的刺激に対する反応時間，正答率を検討した．成人で
はシンプル追跡条件と比べてランダム追跡条件において反応時間は有意に遅く，課題を繰り返
しても反応時間の短縮は見られなかった．一方，児童ではいずれの課題でも反応時間に違いがみ
られず，課題の反復による反応時間の変化には成人と異なる傾向が認められた． 
以上のことから，成人では運動課題の習熟のみを確認できたが，児童ではマッチング課題の正
確性が高まっていったシンプル追跡条件において運動課題の習熟と関連するかたちで，認知課
題にも課題反復による影響が生じることが示唆された．このため，課題の習熟過程において児童
期特有に注意処理機能の変化が生じている可能性も考えられる． 
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１．児童，成人におけるシンプル追跡条件（Simple），ランダム追跡条件（Random）の反復によるマッチング正確性（％）

の変化を示した．左図：1〜15 セット，右図：5セット毎の平均 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．児童，成人におけるシンプル追跡条件（Simple），ランダム追跡条件（Random）の反復による反応時間（msec）の

変化を示した．左図：1〜15 セット，右図：5セット毎の平均 
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